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トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は対米ドル、対円ともに下落し

ました。またトルコの2年国債金利は上昇しました。

市場では前週に引き続き、通貨、債券ともに売られ

る流れで始まりました。22日（現地、以下同様）には格

付け会社フィッチ・レーティングスが、トルコ中央銀行

の独立性に対して懸念を示しました。23日にはトルコ・

リラ売りが加速したため、中央銀行は緊急会合を開催

し、政策金利の一つである後期流動性貸出金利を

13.50％から16.50％に引き上げました。これを受けてト

ルコ・リラに一時買い戻しが入りましたが、翌日再度売

られたため、中央銀行は為替介入の上限枠を拡大す

る追加措置を発表しました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（円/トルコ・リラ） （トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

今週は、経済指標では4月の貿易収支の発表が予

定されています。

先週中央銀行が利上げなどの緊急措置を行った

ため、トルコ・リラや国債の売りが一服しています。し

かし、市場では3.00％の利上げ幅でも不十分との見

方もあり、今後も中央銀行の政策動向が注目されま

す。

エルドアン大統領は、23日の緊急利上げ後の演説

で、金融政策についてグローバルな原則に従う方針

を示しましたが、これまで中銀の独立性を脅かすよう

な発言を行ってきただけに、市場の不信を払拭する

には十分ではないとみられます。6月の選挙に向け

て、引き続きエルドアン大統領の言動や各候補・政

党支持率の推移および財政、経済運営動向に注意

が必要であると考えます。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し 【トルコ 金利推移】

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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